
■3つの基本目標「ひとづくり」「くらしづくり」「まちづくり」のもとに９つの「方針」を定め、
　12年間の取組の視点を示しています。
　※計画書（全文）では、上記の3つの基本目標を進めるための考え方や方法を示す「自治体経営方針」も掲載しています。 （下図では省略しています。）

■また、基本目標と自治体経営方針を横断する取組として、2つの「基本目標横断プロジェクト」に取り組みます。

基本構想の体系
～３つの基本目標・９つの方針・２つの横断プロジェクト～

基本目標 I　ひとづくり
ー人が育ち、学び、新たな価値を創造するまちー

方針１　全ての子どもの育ちと自立を支援する

子どもの
健やかな成長を支援

子どもの可能性を
引き出す教育

ICT教育環境
の整備

多様な保育サービス、
相談・交流の場

若者の活躍を
支援

方針2　全世代が元気にはつらつと過ごす

ライフステージに
あった健康づくり

FC東京などとの
連携・協働

方針3　まちの誇りを受け継ぎ、発展させる

郷土愛を育む

歴史や文化芸術に
よる世代間の交流

基本目標 Ⅲ　まちづくり
ー自然と調和した、美しく快適で、魅力あるまちー

水や緑を保全・創出し、
環境にやさしい循環共生型の社会を形成する

水や緑、生きもの
との共生

賑わいや交流を
醸成する公園

方針8　安全安心で快適な、住みやすいまちを形成する

市民参加による
地区まちづくり

利用しやすい
交通環境の実現

方針9　地域資源をいかし、活力と交流を生み出す

市内事業者の
活発な事業活動を促進

都市農業の振興
多様な担い手の確保

基本目標 Ⅱ　くらしづくり
ー多様性を認めあい、つながり、共生するまちー

方針4　お互いに尊重し、活躍できる社会の実現 方針7

人権への理解を
深める

障がいの有無に
かかわらず
個性を尊重

多様な性への
認識と理解

性別にかかわらず
力を発揮できる

国籍や人種を
問わず住みよい
地域づくり

方針5　地域の絆で支えあう

身近な通いの場で
健康保持や
介護予防

ひきこもりや貧困に
対する支援

方針6　誰もが安心と生き がいを持つ地域づくり

活動に参加する
きっかけづくり

自主防災組織
自主防犯組織

市民の環境意識の
醸成

温室効果ガスの
排出を抑制

ごみの減量、
再資源化

多様な移動手段
交通ネットワーク

自然災害に強い
都市基盤の整備

交通安全施策で
交通事故を減らす

交流の場を創出する
魅力ある商店街

小平市ならではの
地域資源を
いかした観光

地産地消の促進と
産業の活性化

地域課題の
解決に向け、連携・協力

デジタル技術を
活用した、地域での

情報共有

市内事業者による
防犯・防災との連携

地域共生社会の
実現

切れ目のない
医療体制の充実

住み慣れた地域で
安心して
自分らしく

スポーツを通じた
相互理解

文化芸術活動を
通した交流の促進

人生100年時代
健康寿命を延ばす

学園都市を
生かした連携で
学びの機会を充実

文化財の保存と啓発、
地域振興への活用

知識や経験、
技能の次世代への継承

３つの基本目標を横断する２つのプロジェクト
自助 ・共助・公助 により、防災・減災を強化 大規模自然災害時に人命を守ることを最優先に、より安全安心な地域づくりの推進

自治会の育成、多世代交流、地域で活躍する担い手の支援、団体・個人のネットワーク化、
多様なコミュニティの主体が集まることのできる場づくりの推進

プロジェクト 1

新たな地域拠点とコミュニティの創出プロジェクト 2
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